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『旧石器社会の構造変動』 
 
審査報告要旨 
  
 日本の旧石器時代研究は、2000年11月に発覚した前期旧石器遺跡捏造事件に
よって頓挫したかに見える。確かにある面でそれは否定しがたい。しかし、に
もかかわらず、あるいはそれ故にこそ、心ある何人かの人々によって研究は地
道に弛みなく進められ、着々とその成果は蓄積されつつある。 
 間違いなく安斎正人氏はその 1 人であって、むしろそうした研究者たち、さ
らに、あえて言えば理論考古学派のリーダー的存在といって差し支えあるまい。 
 氏は、当初、主に西アジアの旧石器についてオーソドックスな伝播・系統論
的研究に従事していたが、やがてこうした方法論にあきたらず、とりわけ師と
して人類先史考古学を学んだ渡辺仁、および哲学者廣松渉の強い影響のもと、
独自の「社会生態考古学」や「構造変動論」を標榜するに至り、以後一貫して
この基本的立場に拠りつつ、これまで多くの著作、論文を世に問うて来た。 
 本学位請求論文は、ある意味でそれらの集大成としての性格を持つものとい
ってよいであろう。すなわち、本論文では、氏独自の構造変動論の視点から広
く日本列島全体の後期旧石器時代史の体系的叙述が試みられている。その骨子
は、斜軸尖頭器石器群に象徴される中期旧石器時代から、台形様・ナイフ形石
器石器群を特徴とする後期旧石器時代前半期への移行期、同後半期への移行期、
さらに後期旧石器時代から縄紋時代への移行期のそれぞれに見られる人類生態
系の構造的変化を明らかにすることにある、といってよい。 
 浩瀚な本論文は、次のような構成をとる。 
序章「終わりの始まり」 第Ⅰ章「旧石器時代の研究史」 第Ⅱ章「パラダイ
ム転換のための基礎作業」 第Ⅲ章「中期／後期旧石器時代移行期」 第Ⅳ章
「後期旧石器時代石器群の変動試論」 第Ⅴ章「後期旧石器時代型構造の形成」 
第Ⅵ章「姶良Tn火山灰（AT）降下前後の石器群」 第Ⅶ章「後期旧石器時代後
半期」 第Ⅷ章「後期旧石器時代から縄紋時代へ――神子柴/長者久保石器群の
再検討――」 
 序章では、あえて彼が 17 年前の 1986 年に書いた、当時の旧石器時代研究の
全体状況に関する俯瞰的評論を再録し、彼の基本姿勢がすでに当時から不動で
あることを表明する。 
 第Ⅰ章では、戦後の日本旧石器文化研究史を3期にわけて詳細に検証・評価、
問題点を摘出し、新たな方向性を示唆する。 
 第Ⅱ章では、従来の文化系統論・伝播論を批判、パラダイム転換のための石
器型式学の再構築を提唱する。とくに、「ナイフ形石器」について具体的かつ詳
細に分析し、技術論的基礎を固める。 
 第Ⅲ章では、列島内に止まらず、広くユーラシア的規模に視点を広げつつ、
斜軸尖頭器とナイフ形石器を中心に、中期旧石器時代から後期旧石器時代への
移行、変遷について論ずる。 
 第Ⅳ・Ⅴ章では、権現山・金取遺跡の中期旧石器をとりあげ、斜軸尖頭器の
変革、剥離技術革新の過程が辿られ、小型剥片石器モードから石刃石器モード
に至る石器製作技術の変遷を、列島各地の地域構造として考える。 
 第Ⅵ章では、広域火山灰AT層を基準に、その上下つまり前後の石器群を検討。
石材獲得行動パターンの特徴を析出し、大きく3群／期に分ける。 
 第Ⅶ・Ⅷ章では、後期旧石器時代後半期および縄紋時代への移行について扱
う。槍先形尖頭器、細石刃文化などを地域伝統集団、ならびに温暖化という地
球環境の変化との関わりで論ずる。とくに、大陸北方との関連が指摘されてき
た神子柴・長者久保系石器群について、森林環境の回復と絡めて列島内自生説
を展開しているのは特筆に価しよう。しかも、たとえば安田喜憲の喧伝するよ
うな単純な環境決定論を廃し、人間の歴史は環境にのみ決定されるものではな
く、人間の歴史はその文化や社会の側から書かれねばならないとする氏の主張
は極めて妥当である。 
以上、捏造事件を契機に、かえって注目されるようになった日本列島の旧石
器時代史に対し、氏は、独自の社会構造変動論と、広範・妥当な資料の渉猟に
基づいて一つの新しい見通しを与えることに成功したといえよう。 
なお、この優れた論文にして必ずしも望蜀なしとしない。たとえば、第Ⅱ章
の理論的・方法論的解説部分は、既刊の著書に詳説されているとはいえ、本論
文の基礎でもあるだけにもう少し書き込んでもよかったのではないか。また、
各章の記述で尽くされているとはいえ、日本旧石器時代史の体系的叙述を目指
す本論文では、やはり全体のまとめ、総括といった部分がほしかった。いずれ
も本論文全体の価値に関わるものではないが、公刊の折には一考を望みたい。 
以上を総合的に勘案した結果、本論文が早稲田大学の授与する博士（文学）
の学位に十分ふさわしいものであると認める。 
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